
 

 

 
令和７年 11 月 28 日 
 （通算第 736 号） 

問合せ先  
長野県庁園芸畜産課 
電話 026-235-7232           

  

 
 
 
 
 
 
                                                           
 

 

 

 

 ４例目 ５例目 

発生日 令和７年 11 月９日 令和７年 11 月 22 日 

所在地 新潟県胎内市 宮崎県日向市 

飼養状況 採卵鶏（28 万羽） 肉用鶏（4.8 万羽） 

家畜保健衛生所 電話番号 家畜保健衛生所 電話番号 家畜保健衛生所 電話番号 

佐 久 0267-62-4123 飯 田 0265-53-0439 長 野 026-226-0923 

伊 那 0265-72-2782 松 本 0263-47-3223 県庁園芸畜産課 026-235-7232 

長野県畜産広報 

  

家畜衛生情報

令和７年シーズンの発生状況 

   新潟県, 宮崎県の家きん農場で 
高病原性鳥インフルエンザが発生しました 

国内家きん４,５例目 

家きん発生農場１～３例目の疫学調査の結果について、農場の周辺環境や通報までの経緯等
が農林水産省 HP で公表されました。また、野鳥・環境試料（水）では 11 月 28 日現在で１道
７県 44 件の陽性事例が確認されています。県内では家きん、野鳥とも陽性事例は確認されてい
ません。 

今一度、野生動物の誘引・侵入防止対策や、家きんに異常を見つけた場合の早期通報につい
て、徹底をお願いします。 

 
●農場の周辺環境 
・多数のカラスが飛来 
・発生鶏舎にネズミの生体や死体 
・農場周辺にキツネ、アライグマ、野良猫等 
 
 
 
 
●通報までの経緯 
・死亡羽数が２倍以上に増加、散在して死亡。死亡
鶏は、チアノーゼ等 HPAI に特徴的な症状なし。 

・死亡羽数がやや増加、散在して死亡。翌日、死亡
羽数が２倍以上に増加、まとまって死亡。 
 
 
 
 

死亡鶏・廃棄卵、餌こぼれの適切な処理
防鳥ネット、防護柵・壁の設置 

確認！ 

急性例では、症状を示さずに急死する
ことがあります 

注意！ 

疫学調査の結果（農林水産省 HP 抜粋） 国内発生状況 

出典：農林水産省 HP 


